





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































f 融 合 型 対 立 型
コ
?
ア
それに対する「われわれ」の関心が
強いもので，近くにある人／物
「ア」で指すには近過ぎるもの，若
しくは，謡し手と聞き手の敦れか
一：方或は両者の視野にないもの
それに対する「われわれ」の関心が
強いもので，遠くにあるもの
話し手が，自分のなわぼりにある
と認定した入／物
話し手が聞き手のなわばりに属す
るものとして認建した人／物
話し乎が，「自分」の領域にも，「紹
手」の領域にも属さないと考えた
もの
表5
第黒節　文脈指示の用法
1．融合型と対立型
堀獄和吉の定義に従えば，文脈指示の用法とは次のような用法を指す。
　文脈指示とは，相手または自分の表現内容にある素材をその対象として
指示する用法であり，この用法は，知覚可能な素材のみを対象とする現場
指示とちがい，知覚の可否には無閏係にいかなる素材も対象として指示し
うるものであり，また，対象カミあらわに示されることのない観念指示とち
がい，対象とされる素材はこの語の前あるいは後に明示されるものであ
る。（注13）
　この文脈指示の用法においても，先の現場旛示の用法の場合と同じく，対
立型（本論で修正したものではなく，「コ」と「ソ」の二元対立の型を指す）と融
合型（本論で修正したものではなく，「コ」と「ア」の二元対立の型を指す）の二
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つの意識の場の状況に応じて，「コ」，「ソ」，「ア」の使い分けが生ずるとす
る立場と，三者共存の立場を採るものとがある。前者の立場を採るものとし
てほ，井手至を，後者の立場を採るものとしては堀口和吉を挙げることがで
きる。井手至は，次のような例における「ソ」は対立型の状況下で表われる
「ソ」であるとしている。
㈹　「あら，又，栗が落ちた……」彼女は冒を細目に明けて私を見ながら，さ
　う囁いた。（堀辰雄『風立ちぬ9）
⑳　「だって又どんな事をお書きになったんだかも知らないぢやないの」彼女
　ほ漸つと小声で言った。「さうだつけなあ」と私はもう一度不確かなやうに
　笑ひながら言った。（同上）
そして，対立型の「ソ」の出現に関して次のように説明をしている。
　論文・小説等の文章において，すでに表現された先行の叙述内容は，聞
き手の諒解したものとして，聴者の勢力圏内にある話材として意識され，
また会話の文章等において，既に表現された相手の発言内容は，相手つま
り聴者の勢力圏内にある話材として把握されるために，①同一文章中の先
行の叙述内容と，②椙手の発言内容とはくソ系〉の他称の代名詞で指示さ
れるのである。（注14）
　又，次の例における「こんな」は，融合型の「コ」に属するものであるとして
いる。
㈱　見ると，それは一台の塵芥車だった。（中略）……私はこんな塵芥：車のよ
　うなものにも，いかにもこの外国人の多い村らしい独特な美しさのあるの
　を面白がって，それをちょっと兇送った後，再びさっきのアカシアの木蔭
　へぼんやりと腰を下ろしていると，……（堀辰雄『美しい村』）
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　そして，この様な融合型の「＝iの出現に関して，次のような説明をして
いる。
　先行の叙述内容は，既に読み手にとって受取られていると考えられると
ころがら，話材として聴者の勢力圏下にあると一応見倣されるのである
が，その聴者の勢力圏はとりもなおさず話者の勢力圏であるために，先行
の叙述内容は，なお話者の勢力圏に属する話材であるとして……〈コ系〉
で鮨示されるのである……その書き手が意図的に読み手との心理的距離を
なくして，身近に謡しかけようとする効果を狙ったものと見ることができ
るのである。（注15）
　しかしこのような二元論的な立場を採ると，文脈指示の用法において，
「ソ」が出現する時，いつでもそれは対立型の「ソ」であり，「コ」が出現する
時，いつでもそれは融合型の「コ」であると説明をすることになる。すると，
対立型の「コ」は，全然出現しないにもかかわらず，文脈指示の場合において
も，現場指物の用法の場合と同じような対立型を認めること自体：が意味を失
うのではないだろうか。このことと関連して，（18）の例では，塵芥車を「こ
んな」で連体修飾しているが，その次にこの同じ塵芥車を「それ」で受けてい
る。二元論的立場を採った場合，これを説明するのに，融合型から対立型へ
の意識の場の転換がなされたとするのであろうが，このような説明は我々の
言語直観にそぐわない不自然なものである。
　次の例では，相手の了解事項となっていない「クリシッパス」を「其」で受け
ているが，これをどのように説明するのであろうか。
働　「昔希騰にクリシッパスと云う哲学者があったが，君は知るまい」
「知らない。それがどうしたのさ」
「其男が笑ひ過ぎて死んだんだ」
（夏目漱石『吾躍は猫である』）（注16）
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　さらに，井手至の論文では，文脈指示の用法を扱った部分に，「ア」につい
ての言及がなされていないが，このことは，「ア」の系の語は文脈指示の用法
とはみなさないということなのか，あるいは，融合型の「ア」と考えるのか
不明である。仮に，文脈指示に表われる「ア」が融合型の「ア」であるとした場
合，当然のことながら，その「ア」は，融合型の「コ」と同様，話し手と聞き手
の共通の理解事項とされなけれぼならない。しかし実際には，そうでない文
脈指示の「ア」の使用例がある。次の例がそれである。
⑳　唯円「今日はよく晴れて比叡山があの様にはっきりと見えます」
　　親鷺（坐わる）「あの由には今も沢山な修業者がみるのだがな」
　　唯円「あなたも昔あの劇に永くいらしたのですね」
　　親鷺「九つの時に初めて登山して，二牽九の時に法然様に遇ふまでは大
　　　　ていあの由で修業したのです」
　　唯円「その頃の事が思はれませうね」
　　三二「あの頃の事は忘れられないね。若々しい精進と憧憬との聞にまじ
　　　　めに一すぢに煩悶したのだからな」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（倉田百三咄家とその弟子』）
　最初の三つの「あの（山）」は，現場指示の融合型の「ア」であるが，一番最後
の親鷺の言葉に表われる「あの（頃）」の「ア」ほ，唯円の了解事項となっていな
いものである。北川千里の挙げている次の文における「ア」も聞き手の了解事
項となっていないものである。
⑳A　rスミスと言う人を知っていますか？僕は名前を今ちょっと聞いただ
　　　けで，何も知らないのですカミ」
　B　「ああ，あの人はとんでもない入ですよ」
　この例における「ア」の用法は，次の最初の例のように，話し手も帯き手も
その指示対象を知っている場合に使用される本来的な用法とは異なり，二番
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響の観念指示の用法に近いといえる。
1⑳　二階に鞄が置いてある。あれを持ってきてくれ。
　　先週はごたごたしたが，あの件はもう片付いたかい。
㊧A　あれを持って来てくれ。
　B　はい，承知しました。
A　君あの件は片付いたかい。
B　はい，片付きました。
　つまり，前出の親密の誌面に表われる「あの頃……」の「ア」は，「あの頃は
よかったなあ」といって独白する際の観念指示用法の「ア」に近いといえる。
　堀口と岡じ三者共存の立場に立つという点では共通点を有するが，その他
の点において異なる見解を採る学者に久野障がある。久野の見解に従えば，
文脈指示の「コ」，「ソ」，「ア」の出現を規定する原理は次の如くであるとい
う。（注17）
ア系列：その代名詞の実世界における指示対象を，話し手，聞き手ともに
　　　　よく知っている場舎にのみ用いられる。
ソ系列：話し手自身は指示対象をよく知っているが，聞き手が指示対象を
　　　　よく知っていないだろうと想定した場合，あるいは，話し手自身
　　　　が指示対象をよく知らない場合に用いられる。
＝系列：冒に見えないものを捲すのに用いられる場合があるが，これはあ
　　　　たかも，その事物が，目前にあるかのように，生き生きと叙述す
　　　　る時に用いられるようで，依然として，眼前指示代名詞的色彩が
　　　　強く，しかも話し手だけがその指示対象をよく知っている場舎に
　　　　しか用いられない。
この｛列のように，聞き手にその指示対象の実体が知られていない場合にも
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使用される観念対象指示用法のFア」に近いものは，久野の説ではうまく説明
することができない。
　一方，堀口は，久野と岡様，「コソア」の三者共存説を主張しているが，
「コソア」の用法の中心に，観念対象指示用法をすえ，他の現場指示の用法，
文脈捲示の用法をこれによって説明しようとしている。堀口が根本にすえて
いる観念指示用法の「コソア」の使い分けの原理は，次の通りである。
…畿は身近な存在で自分の関わりの強い対象を強烈に指示し，アは遙か
な存在で自分の関わりの強い対象を強烈に指示し，そしてソは特に関わ
りの強くない対象を平静に指示するのである。
　　　　　　　　　　　　　　（冒論集　H本文学・B本語　5』：P・149）
　つまり，堀口によれば，コ・ソ・アの三つの表現性の違いは，親近，疎
遠，親遠という言葉で表わすことができるとしている。堀mの説では，前述
の観念指示の用法を根本にしているから，親近，疎遠，親遠の認定は，もっ
ぱら話し手が一方的に行なうということになるので，聞き手がその指示対象
を知らない場合でも，謡し手がその対象を，自己がそれに対して強い関心を
寄せている遙かな存在であるとみなした場合には「ア」で指示することにな
る。この堀口の説は，聞き手がその指示対象を知り得ない場合に使用される
「コ」の例に対しても，解決を与える。次の例における「コ」は，聞き手がその
指示対象を知り得ない場合に使用されている。
鵬　僕の：友達に山田という人がいるんだが，
　で，……（注18）
この男はなかなかの理論家
　この例において，話し手が由田なる人物を，自分にとって親な存在である
と一方的にみなして使用していると考えれば説明がつく。また，後でも述べ
るように，「コ」と「ア」が主観的色彩の強い指示語であるのに対して，「ソ」は
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客観的，冷静な指示に用いられるというところから考えても，堀癖の説は妥
当であると言える。ただ注意すべきことは，観念対象継承の場合には，鮨示対
象は，あるイメージを喚起する元になるものではなくて，当該イメージその
ものと考えるべきであるので，前記の堀口の定義の中に出現するF対象」は，
観念指示用法の場合には，観念対象を意味すると解釈すべきであるというこ
とである。こういうふうに考えれば，観念指示用法に関連する例文（24）の
「この」が指示するのほ，観念対象としての由田という男のイメージであり，
山田という人物そのものではないと言える。「判にも，「ア」の場合と同様
に，観念対象指示用法に近いものが認められる。次例を参照されたい。
㊧　異様な集圃行動を続けて恥じない国の業者たちが，買春ツアーでうる
　おっていることを知るにつけ，アジアの国の人びとがこれを「醜悪な侵略
　行為だ」と受けとるのもむりはないのだ。（『天声人調）
　tの例の下線部は，「これは，醜悪な侵略行為だ」という内言を踏まえてい
ると思われる。
　また，次の例は，「思った」という動詞があることから，一層，観念指示の
用法に近づいている例である。
㈱畏友深代惇郎の走り書きのカードも出てきた。そういうものを伝統と称
　するならば，これほうかつには捨てられないと思った。（『天声人語』）
　この例の下線部は，「これはうかつには捨てられないそ」というような内言
を踏まえていると思おれる。このような例の存在も，堀口の説の妥当性を裏
付けている。
　しかし文脈指示の「コ」と「ソ」には，自分のなわぼりと，相手のなわばりと
の区別を強く意識していると考えられる次のような例がある。この例のよう
な場合には，早手の存在が大きな比重をもち，自分となわばりを分かち合う
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ものとみなされていると考えられる。従ってこのような場合の「ソ」は，単に，
自己が関心をもつ領域の外にあるものという消極的規定をもってしては，相
手のなわぼりを過小評価することになる。
⑳A　お金を貸して下さい。
　B　これは困りました。今持ち合わせがないのです。
劔A　きのう，鈴木先生が間違って子供さんの鞘を学校に持ってきちゃった
　のよ。
　：B　こりや面白い。
㈱　（来客に対して）これはこれはようこそいらっしゃいました。
ee　A　君はきのう酔払って皆に家まで送ってもらったそうだね。今ヨはその
　罰として君におごらせるんだって俳言ってるよ。
　B　そんなこと書ってるんですか。これは参ったな。
鋤　これはどうも失礼いたしました。
幽A　煙草の火が落ちてあなたのズボンが燃えてますよ。
　B　こりや大変。
幽A　風邪をひいてしまいましてね。
　B　そりゃそりゃいけませんですね。
鋤A　きのう旅館に着く前に電車の中で財布を掬られちゃいましてね。
　B　そりゃとんだ目に会いましたね。
樋A　あなたのお子さん東大に受かったんですってね。優秀ですのね。
　：B　そんなこと。
㈱A　お子さんが，シンナーを吸っていたので警察に保護されているって電
　話がありました。
　B　そんなぽかな。
鋤A　お宅の猫が私の家に迷いこんできましたので，連れてきました。
　B　そりゃそりゃどうも。
劔Aすぐそこの道で，車がエンコしてしまったんです。恐れ入りますが
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　ちょっと電話を貸して戴けませんでしょうか。
雛B　それはさぞかしお困りでしょう。
　以上のような例では，⑳と㈱を除けば，「コ」と「ソ」の言い換えが許され
ず，その殆どが熟した表現となっている。前に述べた観念指示用法に近い
「コ」と「ア」の例では，対象を平静に指示しようと思えば，「ソ」でも言う事が
できたが，こちらの方の「ソ」は，そのような転換が許されない。このような
例を説明するには，どうしても，自分と相手の二極に分極した対立型の意識
の場というものを設定せざるを得ない。従って，文脈指示用法の「コソア」を
説明するには，現場自適の場合と同じく，融合型と対立型の意識の場を設定
しなくてはならない。つまり，現場指示の用法を扱った所で提案したような
修正融合型と修正最立型のシェマをここにも当てはめることカミできると思わ
れる。対話には対立型の「ソ」が表われるが，文章には，この種の「ソ」が冤ら
れないところがら考えて，文章においては，現場指示の融合型の場合と今様
に，初めから書き手は，自分と聞き手とが，同じなわぼりの中，つまり「わ
れわれ」意識の成立する状況の中にいるという一方的な仮定に基づいて文章
を書いていると考えられる。
2．「ア」の用法
　小説のように，書き手が読み手と対冠することのない場合には，「ア」による
文脈指示の例は雰常に数が限られている。前にも述べたように，観念指示の
「ア」は，「ア」で指される人／物に関して話し手と聞き手との間に共通の理解
が成り立っているかどうかという考慮を経ずに，話し手が一方的に自己が強
い関心を寄せているものを指す語として使用できるが，融倉型の状況下で使
用される文脈指示の「ア」は，聞き手が「ア」で指示されるものについて，話し
手と共通の理解を有するかどうかの考量がその使用に先立って必要となる。
話し手が現実の発話の場に存在する対話のような状況では，この考量は比較
的容易になされるが，特定の読者と顔を合わせることのない小説のような場
合には，この考量は困難になるためであろうと思われる。次に「ア」の実際の
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用法について見てみる。
　次の例におけるように，話し手も聞き手も，その指示対象を知っている場
合に使われる「ア」が，最も本来的なものであろうと思われる。
鵬A　昨日山田さんに会いました。あの入随分変わった人ですね。
　B　ええ，あの人は変人ですよ。（注19）
　こういう用法の外に，聞き手がその指示対象を知り得なくても，以前，そ
の対象が，話し手と聞き手との閤で話題になったものであれば，「ア」で指示
することができる。例えば，あるH，Aと：Bの間で次のような会話が交され
たとしよう。
㈲A　昨日，二十年も会ったことのない友人から電話があって，しばらくぶ
　　りだから会おうということになったんだ。
　B　その人とは軍隊か何かで知り倉つたのですか。
　A　そうなんだ。聴入とも万年二等兵だったけど，気が合ってね，お互い
　　に助け合っていたもんですよ。
　それから，二，三日して，またAとBが会った時に，Bは次のようにいう
ことができる。
　B　あの人に会いましたか。
　また旧例のように，観念指承用法に近い用いられ方をする「ア」がある。
幽　新橋駅から有楽町の囲辻に向かう，かつての土橋通り，あの通りにはず
　いぶん画廊が並ぶようになった。それで，あすごを通る聴は自然と貝が飾
　り窓にゆき，そこに陳列された絵をみることになる。（t「20）
㈹本紙『わたしの言い分丑欄に登場したハワイ大学医学部のシゲオ・ナトリ
　（名取荘夫）助教授の話には教えられるところが多かった。富士見病院事件
　以後，私たちの心の中には絶えず，もやもやしていた部分があった。ああ
　　　　　　　　　　　　　　一84一
いうでたらめが，医療界でなぜもっと早く問題にされなかったのかという
疑念である。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『天声人語』）
　この例の最後の文ほ，「ああいうでたらめが医療界でなぜもっと早く問題
にされなかったのかなあ」という内言と関連を有するといえる。
　また次のような例では，話し手は，山口百恵とは面識がないにもかかわら
ず，「ア」で指示することができる。これは，山口百恵は多くの人に知られて
いる歌手であるからである。多くの人に知られている物または人を指すには
「ア」を使用しなければならず，「ソ」は使用できない。この「ア」は，「かの有
名な」の「か」に通ずるものがある。
働A　山口百恵が三浦友和と結婚するって新聞に出てたわよ。
　　　山騰百恵って誰。
　A　あんたあの歌手を知らないの
　歴史上の入物も，
ける。
当然開き手が知っているはずだと考えられて「ア」で受
㈱現代の傑出した知的巨人の一人と目されている人にアルバート・アイン
・・一
た。
3．「ア」と「ソ」
　「ソ」が，先行文脈や先行談話にのみ基づいて，あるいは，そう装って，指
示をするのに対して，「ア」の方は，観念対象摺示用法のrア」からの発展であ
ると考えられるので，その指示対象は，観念の対象たるイメージの総体であ
る。従って，先行：文脈や先行談謡のみに基づいて指示を行う「ソ」の用法を本
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来的な文脈指示の用法とすれば，「ア」の用法は，これとは異質のものと誉う
べきである。このことを，JohR　V．　H塗dsの挙げている例によって見てみ
よう。
総A－1　非常に颪白い記事，英語教育に渡部昇一という先生が書かれたの
　　　　知ってる？
　B－1　ああ記事も先生もよく知ってるよ。
　A－2　そお？　渡部先生ってどんな人？
　：B－2　きみ，あの先生知らないの？　あの先生はね，とってもよくでき
　　　　る人で……（tW21）
　John　V．　Hindsによれぽ，（B－2）で「ア」が使用されているのは，　Aが
その先生についてBと同程度の知識を有していないにもかかわらず，（Aが
渡部昇一という名前を出すくらいよくその先生の事を知っているという点に
主眼を置いて），AとBの知識の差よりもむしろ，　AとBが共にその先生を
知っているということを強調しての発言だからであるとしている。もし，
A－2の部分が次のようであるとすれぼ，
（A－2ノ）そお？　この渡部先生ってどんな先生？
これに対するBの答えは次のようになるという。
（B－2’）きみ，その先生知らないの？　その先生はね，とってもよく
　　　　できる人でね……
　つまり，Bは（A－2つの部分から，　Aが渡部先生という人物をよく知ら
ないと判断し，その先生に対して有しているAとBの知識の差違に主眼を置
いた発言であるとしている。つまり「ア」は，それによって指示されるものの
内包が既に知られているとの前提に立ち，逆に「ソ」は，それによって指承さ
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れるものの内包を豊かにするといえる。従って「ア」で指示されるものの属性
が述語の部分で述べられるとしても，話し手の側では，それについて聞き手
の知らない部分の知識を新たに提供するという意識はなく，既に知られてい
るはずの属性の束を一つ一つほぐしてみぜるだけである。「ソ」の場合には，
述語の部分で述べられる属性は，それらを一つ一一つ拾っていくと終には，つ
い特定の人／物に到るという性格のものであり，その特定の人／物を凹い出
す際の手掛かりとでもいえるものである。既に出来上がっている家の構成部
分の一つ一つを分解して読みや聞き手の前に提示するのが「ア」だとすれば，
最終の完成贔については触れずに，それらの構成部分を一つ一つUントとし
て読み手や聞き手の前に提示していくのが「ソ」であるといえる。「ソ」と共に
表われる属性は，「ソ」で蓑わされる人／物を規定していくattribu七iveな
用法をもつとすれば，「ア」と共に表われる属性は，「ア」で表わされる人／物
について単に説明を加えていくpredicaもiveな用法をもつといえる。従って
ある物または人物を他から区干し規定する要素のリストアップが完了しない
うちは，「ソ」による指示が行なわれるのであり，このリストアップが全て完
了した時点で初めて「ア」による指示が可能となる。しかしながら，「ア」で捲
示される時点では，「ア」はもほや，その人／物を規定し他から区別するところ
の要素の追加を受けつけない。つまりその端点で，それは何であるかという
その中味に対する問いかけは終えんするのであり，次には，それがどのよう
であるか，それがどうしたかという風に物語が展開することになる。例えば
富士山という名僧をふせておいて，その山を相手に知らせようと思えば，「そ
の由は，静岡・山梨両県の境にそびえるわが国第一の高山で，富士火山帯に
あり，休火山である。またそれは，典型的な円錐火由で美しい裾野を引き，
預上には……」のように，その正体を知らしめる手掛りとなるものを無限に
追干して＠くことができる。このプロセスは，富士山の：正体へと無限に迫る
試みである。このプロセスに於て「ソ」が使用される。これに対して，「あの美
しい円錐形の富士山に私は去年初めて登りました」というと，ここに出てく
る「美しい円錐形の」という修飾語は，富士山を他の山から区別する為に置か
一87一
れている要素ではなく，既に正体の知られている富士山の一一側面を説明して
いるにすぎないのである。また，それに続く部分の「去年初めて登りました」
も，富士山に登ったか，登らないかが，富士虜を他の山と区区する手掛りと
はならない。
　次の文における「私は去年初めて登りました」は，この山の地体を明らかに
するのに欠かす事のできない要素となっている。
㈲1707年に爆裂した山なんていったかしら，その山にあなたが去年初めて
　登ったって言ってたでしょう。
次の例における，「ソ」と「ア」の違いも，このことで説明がつく。
幽A－1　2年前に習った紺野先生を覚えてる？　ほらあのギャンブルは罪
　　　　悪だと言った先生さ。
　：B－1　ええ。
　A－2　あの（その）紺野先生がね，今じゃ，競輪，競馬に凝ってるんだ
　　　　よ9（注22）
　AもBも，紺野先生とは面識があると考えられるから，A－2において，
「あの紺野先生」と雷う方が普通である。しかしもし，「その紺野先生」と篶え
ぼ，紺野先生を規定する要素で未知のものが追加される含みをもってくる。
つまり，ここでは，競輪，競馬に凝っている男であるという情報が，紺野先
生という人物を特定化するものとして，新たに追加される含みをもつ。しか
し，紺野先生の正体を規定する要素としてほ，別に「ギャンブルは罪悪だ」と
言った男であるという情報がある。そして，ここにおいて，既に蓄えられて
いる規定要素との間に翻隔が生じ，ギャンブルは罪悪だと言ったにもかかわ
らず，そう言った本人がギャンブルに凝っているという甚だしぐ言行の食い
違うそういう好ましからざる人物としての紺野先生のイメージを創りあげる
ことになる。また，次例について，
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㈱　A－1　昨臼，山田という人に会いました。
　　　　　　その（※あの）人，英語ができなくて，買い物をするのに園ってい
　　　　　たので，助けてあげました。
　　B－1　その（※あの）入，髭をはやした中年の入でしょう？（注23）
　A－1で，「あの」が使えないのは，山田という人物の内包の中に加えられ
るべき要素のリストアップが未だ完了していないからである。つまり，この
例の場合，話し手は，聞き手が山田なる入物のイメージに到達するように，私
が昨臼会い，買物の際に助けてあげた男であるというヒントを与えている。
：B－1で，「あの」が使えないのも，岡じ理由による。つまりこの段階では，
Bは未だ，Aからuントを与えられたにもかかわらず，山田なる人物の正体
を同定できずにいる。それで，もう一つ決め手となる特徴に関して話し手に
質問を発することによって，果たして自分に心当りのある人物が山田なる人
物であるかどうかの決定を下そうとしているところなのである。従ってこの
同定がなされる前の段階では，内包の全ての要素のリストアップが済んだと
みなされ，もはやリストへの追加を受けつけない「ア」で指示することはでき
ない。叙述の完了しない段階では，「ソ」しか使えないというのも，同様の事
情に基づぐと思われる。次の例がこのことを示している。（注24）
鱒　新橋駅から有楽町の四辻に向かう，かつての土橋通り，あの通りにはず
　いぶん画廊カミ並ぶようになった。それで，あすごを通る時は自然と目が飾
　り窓にゆき，そこに陳列された絵をみることになる。
鯛　人を見たら，それを泥棒と思え。
働　箱があったので，それに入れた。
㈱すぐ雨があがるから，それを待って出なさい。
働　物の価値はその外見ではわからない。
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囎　選手にその力を十分に発揮させる。
㈱　出家とその弟子。
㈱近き世にその名聞こえたる入。
働　そのカを十分に発揮した選手。
　これらの例は全て，「コ」や「ア」で言い換えができないものである。
　文脈鮨示の融合型の「ア」と「ソ」を比較した場合，「ア」には，「ソ」が持ってい
ない主観的色彩がある。「ア」によって指示する際には，話し手あるいは間き
手が，その対象に対して懐旧の念を抱いているか，もしくは，その対象を熟知
しているという含みが感じられる。これは，この用法の「ア」が観念指示用法
の「ア」と関連を有することに由来すると雷える。文脈指示の融合型の「ソ」は
自分がその対象について直接的知識を有していない場合にも，構手がそれを
知らない場合にも使用されるが，この「ソ」の用法も，観念文寸象指示用法との
関係で説明できる。後で述べるように，観念対象捲示用法の「ソ」は，本人が
その対象について，直接的知識を有しない場合に使用される。融合型の状況
においては，話し手は自分の立場を聞き手に押しつけるが，それと同時に，
閣き手の立場を自分のそれと同一視しゃすいともいえる。相手を自分と同一
視しゃすいそういう状況において，相手がある対象を知らない場合の指示譜
の選択は，自分がその対象を知らない場合に擬して行うのだと考えられる。
　文脈指示用法のrア」は，話し手／書き手と聞き手／読み手の双方が了癬して
いる対象を指示するのが，本来の用法と言える。従って普通ならば「ソ」で指
示するはずのものを，話し手／書き手が「ア」で指示するのは，自分が，その対
象に対して強い関心を寄せている遙かな存益であるとみなしているそういう
心的態度で，聞き手／読み手にも押しつけているのである。露き手の方で
も，押しつけられていると感じずに，話し手／書き手の立場と自分の立場と
を重ね合わせ，感情移入を行なうからこそ，それが「ソ」で指示されたのと
は違う，聞き手／読み手にとっても身近な存在であるような感じを抱くので
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ある。
4。「コ」の用法
　次に文脈指示の「コ」の用法について考えてみる。久野瞳は，文脈指示の
「コ」は話し手のみがその指示対象を知っている精舎に用いられるとしている
が，そうでない例はいくらでもある。例えば，ある問題について二等の人物
が話し合いをしている晴に，そのうちの一人が
醐　では，この件は明Bにでも部長に伝えて，意向を伺っておきます。
　というような場合の「この件」の意味するものは，明らかに話し手と聞き手
の了解事項となっているものである。次の例における「＝」は，上の働の例と
は異なり，聞き手ほ単なる概念的知識しか「山田」という人物に関しては持ち
耀わせていない場合にも「コ」が使用されている例である。
繍　僕の友達に由田という入がいるんだが，この男はなかなかの理論家
　で……（注25）
　この文における「この」は「その」で置き換えることもできるが，「その」の場
合と比較した場合，「この」の方が，その人物があたかも聞き手の前にでも居
る様な生彩のある表現となる。この様に生彩ある表現となるのは，話し手と
聞き手が意識の場で対立している状況下では生じないのであり，話し手と聞
き手のなわばりが重なりあって「われわれ」意識の場ができている様な状況下
で初めて可能となるであろう。「コ」で指承される対象について，聞き手は，熟
知している場合もあるし，単に概念的知識のみを有する場合もある。融合型
の「コ」の用法は，このこととは閾別なく，縁」で櫓示されるものを「われわれ」
意識のなわばりの中でとらえるところにその機能の中心があると考えられ
る。融合型の「コ」は，観念対象指示用法の「コ」と閥連がある。独白や内雷の
場合，話し手が，それに対して強い関心をよせていて，しかも身近に感じら
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れる人／物を「コ」で指抄するが，聞き手も同様に「＝」で指示せざるを得な
いような位置，つまり話し手のなわばりの中に聞き手をひっぱり込んでくる
ような働きがある。有無をいわせず自分のなわばりに相手をひっぱり込むの
であり，その際相手が，「コ」で指示されるものに対して概念的知識以上のも
のを持6ているかどうかは問われない。対話の場合のように，実際の発話の
現場に相手がいる時には，自分のなわばりと相手のなわばりという二極に分
極する意識の場も成り立つし，自分のなわぼりと相手のなわばりとが重なり
合う意識の場も成り立つ。しかしながら，小説の場合のように，不特定多数
の読者を予想して書かれはするが，実際に読者と対面することはない状況下
でほ，二極に分極した対立型の意識の場は構成されないのであり，話し手が
一方的に認定した指示の烙印を，架空の読者もまた受け入れざるを得ないよ
うな地点，つまり書き手のなわばりの中にひきずり込んで，架空の読者と書
き手とが構成する「われわれ」意識の場からものを眺めるようなそういう状況
が現出する。そして，読者の方でも，顔を合わせることのない書き手を対立型
の意識の場における一方の極をなすものとして考えることはできないのであ
り，進んで書き手のなわばりの中に自分を委ねる協調の姿勢を取ることにな
るのである。そしてこのように，でき得る限り，聞き手の立場に接近しそこに
自分を置くことによって，聞き手の指示する人／物を了解できることになる。
　文脈指示の「コ」には，知覚対象鮨示用法に近いものと，観念対象指示用法
に近いものとが認められる。知覚対象指示用法に近いものとしては，次の例
を挙げることができる。
（6D　京劇の歴史は，二百年目近いといふ。歌舞と曲技とは歴史に於て遠く古
　いだらう。すでにして，これは渾然と一体になって，そこに芝居カミできあ
　がってみる。彫刻が建築から飛び出したのとは事情がちがふのだから，三
　つとも今さら家出なんぞといふ不料簡をおこすわけがない。いや，これを
　引張っても剥がれない。げんに，これを舞台から浮きあがらせないため
　に，音楽といふものが控へてるる。
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この音楽はなにものか。
ものすごくテンポの速い金属的な大音響を発する。（石川淳『虚言小識』）
翻　しかし問もなく家が尽き，住宅地の並木道にかかると，東から東南へか
　けて開けている空から，オリオンがぱっと眼に映る。まるで待ちぶせして
　いたようだ。小つぼけな，独りぼっちの人聞には，この星座はあまりに大
　きく，あまりにきらびやかで，圧倒されるような気持ちにさせられる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（野尻抱影『星三百六十五夜丑　上巻）
　最初の例では，「この音楽」は，先行文脈からして，京劇の音楽を鮨してい
ると知れるが，聞き手は，その音楽の実体については知り得ない。第二の例
では，「この星座」がオリオンを指していることは，先行文脈から知れるが，
この星座の実体については知り得ない。また，次の例文ほ，いきなり文章の
初めに表われたものであるが，これは，もはや文脈指示用法とは書えず，知
覚対象指示用法と考えた方がよい例である。
㈱　この風神雷神はをかしな面相をしてみる。このをかしみは鳥羽僧正の蛙
　のやうでもなく，また古今集の俳二二のやうでもない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石川淳『夷斎：小識』）
観念対象指示用法に近い例としては，次のようなものを挙げることができ
る。
翻　病院内で，どういうでたらめが行われたのか厚生省や保健所，県や市，そ
　れに日本医師会は責任をもって究明するだけではなく，こういう驚くべき
　治療が行われた原因を明らかにしてもらいたい。（冒天声人語』）
　この例の下線部は，「これは驚くべき治療だ」という内言が下敷きになって
いると考えられる。
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次の例に表われる「これ」も観念指示用法と関連を有すると思われる。
翻　異様な集団行動を続けて恥じない国の業者たちが，買春ツアーでうる
　おっていることを知るにつけ，アジアの国の人びとがこれをr醜悪な侵略
　行為だ」と受けとるのもむりはないのだ。　　　　　　　　（『天声入山』）
　この文の下線部も，「これは醜悪な侵略行為だ」という内容の内言を踏まえ
ているものと思われる。
　以上述べたように，文脈指示用法の融合型の「コ」も，「アの」場合と同様にe
観念対象指示用法の「＝」からの発展であると考えられる。「コ」には，この外
に，知覚対象指示用法の「コ」からの発展とみられる用法もあった。「コ」が「ソ」
と比べて主観的であるのほ，観念対象指承用法と関連があるためであり，臨
場感あふれる生彩な褒現となるのは，知覚対象指示用法と閾連があるためで
ある。「コ」が指示するのは，観念の対象たるイメージである場合もあるし，
知覚の対象である場合もある。（従って，先行文脈や先行談話のみを手掛り
として言い換えれば，言葉そのものの世界でのみ，指示を行う「ソ」と比較し
k場合「＝」は，本来の意味での文脈指示の「ソ」とほ区別されるべきものであ
ろう。第三節の始めに掲げた堀口和吉の文脈指示用法の定義に合致するのは
「ソ」のみということになる。
　次に「コ」は，どういう場合に使われるのかを考えてみる。
A　情報の焦点となるものは3「コ」で指示されることが多い。
　典型的な場合として情報の焦点の部分と，前提の部分を分けて提出する分
裂文の場合を考えてみる。H本語の分裂文には，二種類あると考えられる。一
つは，「そのガラスを割ったのは彼です」のような形のいわゆる疑似分裂文で
ある。この形の分裂文に於ては，前半部の「…は」までが髄提で同時に旧情報を
表わしている。「…は」以下の後半部が焦点で，ここには大抵の場合新情報が表
われるが，旧情報が表われる場舎もある。もう一つは，「彼がガラスを割ったの
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です」のようないわゆる転位文である。この形の分裂文では，上に述べた形の
分裂文とは異なり，「…が」までの前半部が，焦点となっていて，ここには眼
情報が表われる，それ以下の後半部が前提部となっていてここには，給回報
も新情報も表われるが，その場合の新情報は，聞き手にとって全くの未知の
情報という類のものではなく，その時の聞き手の意識にのぼってはいなくて
も，聞き手の記憶の中には存在しているはずのいわぼ潜在的な眼情報である
か，もしくは，たまたま聞き手は，そのことについて知らなくても，他の多く
の人々はそのことについて知っているとみなし得るそういう類の潟情報であ
る。稀に，上記の類の漏情報のいずれともみなし得ず，聞き手にとって全くの
新情報と考えられる場合もあるが，その際には，「…が」以下の部分に上で述べ
たような旧情報の読みが与えられるこの講文を逆手にとって，本来聞き手に
とって全くの新情報であるものを，あたかも前提であるかの如く装うことに
よって，ある種の文体的効果を狙っていると考えられる。Ellen．　F．　Prince
（1978）（me26）の用語に従えば，最初に述べた分裂文の前提部に関連を有するの
は，given　informationであり，二番目の分裂文の前提部に関連を有するの
は，kBown　lnformationであると言える。　given　infoxmationとknown
information　K関する，　Ellen．　F．：Pr盈ceの定義は次のようになっている。
glveR　iBformatlon：　lnformation　whlch　the　eooperative　speakex
m＆yaS鰍通e呈S　apPrOPでiaもe至y　inもhe　hearey，s　COnSciOUsnesS．
1〈nowlt　information：　ln£ormation　wkieh　the　speaker　represents
as　being　fae£ual　akd　as　already　1〈nowR　to　cerkaiR　persons
（often　not　ineluding　the　hearer）
　二番霞に述べたいわゆる転位文は，EIIen　F．　Pr短ceのいうinforma七圭ve一一
presupposition　iも一。至eftに非常に近いものであると考えられる。焦点の位
置には，1日情報が表われることが多いのも両者に共通している。そして，E
本語の擬似分裂文の前提部は，英語のwh－cleftsのそれと同じぐ，　theme
となっている。これに対して，転位文の場合には，英語のin£ormat圭ve一
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presupposiもion　i七一一。｝eftと同様，焦点の部分がthemeとなっている。つ
まり，転位文の場合の焦点ほ，それについて謡す出発点を成すものを提示し
ているのであり，今までのthemeとは違うものがthemeとなった場合
や，そうしなけれぼもっと大きなthemeにのまれて押し流されてしまうも
のを，とり出して際立たせることによって，大きなthemeの中の
sub－themeとしての資格を与えようとするような場合に便利である。こうい
う働きをする転位文の焦点には「3」が使用されることが多い。転位文の焦点
の部分に「コ」系の語が出現するということIS　，‘もし「ソ」系の語で先行文脈
の叙述内容を受けて転位文以外の文の形で述べたらもっと大きなthemeの
流れに押し流されていったかも知れないその流れを，途中でせき止めたり，
逆流させたりするそういう効果をもつということを意味する。実例にあたっ
てこのことを見てみよう。
翻　こうして淡白で生一本な性質だけに，秀吉の死後，関ケ原の一戦に，主
　君黒田長政が豊臣家多年の蜜蝋を忘れて徳川方に加担したのが，そもそも
　又兵衛基次の長政に対する不平の初まりでありました。しかし，不平なが
　ら長政に従って関東方のために働き，美濃の国，合渡川の一戦には勇名を
　とどろかせました。惟うに又兵衛基次の考えでは，これが主家に対する最
　後の御奉公であったのでしょう。（『日本武勇談』）（注27）
　ここで，「これが……でしょう。」の部分は，先行文脈で述べられた念渡川
の一戦における手柄について，応えん的な説明が続くのではなく，文の流れ
ほ，「これ」の出現で，一旦せき止められ，焦点である「これ」に向かって，その
後の文の流れが逆流してくる趣がある。文の流れが逆流する結果，「これが
……v以下の文は，（「最後の御奉公はこれであった」というに近い意味）とな
る。こういう事が起こるのほ，「主家に対する最後の御奉公」という部分が，
語用論的レベルでは，新情報であっても，論理意味論的レベルにおいては，
前提であるというこの種の分裂文の前提部の持つ二重性によるものである。
また，すぐ前の文のFこういうことが起こるのは」の「こういう」を，「そうい
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う」で置き換えると，非常に座りが悪い文になるというのも同様の理由に基
づく。また，分裂文でなくても，情報上の焦点には「コ」系の語が出現するの
が普通である。次の例を見られたい。
翻　活力素というのは，このぼあいテルペン物質（蕩香性炭化水素）である。
　樹木が発散するテルペン物質が大気中にただようと，太賜の光を散乱させ，
　「青」が強調される。遠い山が青く冤えるのはこのためだ，という話もほじ
　めて知った。（『天声人語』）
　この最後の文においては，「このため」が擬似分裂文の焦点になっている。
もし「遠い山が青く見える」の部分が焦点であれば，「そのため遠い由が青く
見えるのだ」という形になるのが普通だ。
　分裂文以外の文であっても，情報上の焦点には，普遡コ」が現われる。次
例を参照されたい。
総　かつてアメリカは，革命蒔のエジプトやte　＝L一バの民族主義に対してき
　びしい経済報復措置をとり，それがナセルやカストロをソ連に押しやる一
　因になった，という説がある。これもまた歴史の教訓だ。（il天声人議の
翻　東京の下町っ子が全盲の折り紙作家をアメリカに送るという話もあっ
　た。国際障害者年の来年，アメリカを訪れ，各地の障害者の施設で日本の
　折り紙を教えたい。そういう全盲の人の小さな夢を主婦や学生が莱援し，
　実らせようとしている。この話もいい。（『天声人語』）
　最初の文では，これに先行する文脈の中に，もう一つ歴史の教訓といえる
事実が指摘されているので，「歴史の教訓」の部分は，暗黙の前提部を成して
いるのであり，「これ」の部分が情報上の焦点となっている。二番目の文にお
いても同様で，これに先行する文脈の中に，「いい話」といえる事実がもう一
つ挙げられている。従ってこの場合も，「いい」という部分は，暗黙の前提に
一97一
なっていて，「この話」が情報上の焦点となっている。又，次例のように，情
報上の焦点が，前提で述べられる条件を満足する唯一の人／物であるという
意味を有する場合にも，「コ」系の語が使用されるのが普通である。
㈱　露伴先生は儒二仏三教にわたった達人であるが，その入生観の基本とし
　たところは儒にあったと兇える。げんに晩年の著述に「論語」があって，こ
　れを仔細に講じて倦まない。ところで，露伴集中，わたしをして退屈させ
　た唯一の本はじつにこの講義であった。（石川淳『夷斎小識』）
B．ある文のテー’r（主に主語）が，その直前の文またはパラグラフを受けて
　いるような場，このテーマには「＝」が使用されるのが普通である。
次回を参照されたい。
㈲　カンボジア難民キャンプでは，無名の日本人ボランティアたちが，炎暑
　の中で医療奉仕や保育活動を続けている。線香花火のように消えるのでは
　なく，半年以上も，黙々と無償の活動を続けている人びとの持続力には敬
　意を表したい。
　　こういつた活動のひとつひとつは地味で，大向こうをうならせるような
　ものではない。（『天声人語9）
　この例の最後の文のテーマは，「こういつた活動のひとつひとつ」である
が，これは，先行するパラグラフ全体を受けているものである。これに対し
て，次の例では，「それらの困難」というように，先行パラグラフ全体を受け
るのに「ソ」系の語をもってしている。
㈱　大会は運営費に四苦八苦し，チームは宿泊費に苦労している。雨が続け
　ぼ，職場に回る選手が続出して大会続行が不可能になる。大企業チームと
　中小企業勤務者の寄せ集めチームとの格差，という難しい問題もある。
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　それらの困難を超えて，20歳時には40歳の高校生たちは深夜の校庭や
工場の片すみで練習を続けている。（『天声人調）
　その理由は，この文では，「それらの困難」がテーマとなっているのではな
いからである。また，次の文において，「この事故は」を「その事故は」に変え
ると，ピントがぼけた文となるのも同じ理由による。
㈱　ほんのちょっとしたガス漏れが大災害に結びつく。200人を超える死傷
　者を出した静岡駅前地下街の爆発事故は，地下街災害というもののすごさ
　をまざまざと見せつけた。この事故は，地下街行政に対する重大な警告で
　ある。（『天声人語』）
　次の例では，「この晴」を「その時」で置き換えることもできる。そのように
しても，これを含むパラグラフの意味に増減は生じないが，情報伝達という
観点からすると，微妙な違いが生じる。
㈲　継体の二十二年に筑紫の国造磐井が反乱を起し，大連物部鹿鹿火のひき
　いる官軍と御尋郡に戦って敗れ，十一月十一臼遂に殺された。その子に筑
　紫君葛子という者があり，刑を免れるために，糟屋屯倉を献上した。この
　時初めて大宰府が置かれた。（村雨退二郎『史談あれやこ掴）
　つまり，「その時」とした場合には，このパラグラフの主題は，最後まで一
貫して筑紫の国造磐井である。これに対して，「この時」の場合には，ここ
で，パラグラフの主題が，「この時」によって指示される臨　すなわち「継体
二予二年の十一月牽一日」に移ることになる。言い換えれば，ここに新たに
スポットライトがあてられたのである。このように，「コ」系の謡は新たに話
の主題を設ける働きがあるが，主題となるためには，その正体は既に知られ
ているか，または，既に知られているものとして，その正体に対する情報の
付加が停止されている必要がある。そこからして，「コ孫の語はまた，その
語に先行する晶晶内容全体を，ひっくくって，より大きな単位の主題とする
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働きも付随的に生じる。例えば，次の文で，
㈲　ニューヨークの黒人騒動は容易ならぬ事態のようだ。二十五艮のロチェ
　スター黒人居住地区で，四，五百人の黒人が警察と衝突，投石したり，警
　察の車を転覆させたりして，入十人以上が負傷した。このためホーマー市
　長は非常事態を宣言した。（荻親人調）
　「このため」を「そのため」とすると，このパラグラフの主題は，一一・erして
「ニューn一クの黒人騒動」であるが，「このため」の場合には，「ニューヨー
クの黒人騒動」というテーマも含めて，それ以前の文脈全体をひっくくって
更に大きな主題とする働らきがある。ひっくくるといっても，ひつくくられ
たものが，「コ」系の語の中に呑まれていくというのではなく。ひつくくられ
たもは，それで一つの独立した単位を成し，「コ」系の語は，このひつくくら
れたかたまりを再度受け直すということになる。「ソ」にはそういう働きはな
い。次の例においても，同様のことが言える。
㈲　切開後の湯川の細君は，意識を失っているのを担架に乗せて病室に運ん
　だ。二U目か三日目に，ぼんやり意識を回復して，「此んぼはどうなりま
　したか？」と云った。f大丈夫です」と答えると，瞬間，安心したと見えて，
　また意識を失った。次に，またぼんやり意識を取り戻して「赤んぼは，大
　丈夫でしょうか？」と云った。「大丈夫です」と答えると，また意識を失っ
　た。三度目には「私も，もう大丈夫で御座いましょう。何ヨぐらい富まし
　たでしょうか？」と云った。もはや入院費の心配をするほどに意識がはっ
　きりしたのである。こんな風に，何度も意識の喪失圃復をくりかえしてい
　るうちに，次第に明瞭になって来た。（井伏鱒二『本H鳴謝）
　つまり，原文のように「こんな風に」となっている場合には，それに先行す
る文脈全体をひっくくって一まとめの主題にし，それを再度「こんな風に」と
いう語句が受け直している形になっている。物語の終りなどで，それまでの
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話を締めくぐって，「こうして，お爺さんは大金持になったとさ」と言うよう
な場含にも，「コ」系の語が用いられるのも，「コ」系の語が，先行文脈の全部
または一部をひっくくる働きがあるからであると言える。
C　話し手，あるいほ書き手が，自分の直前の発言内容，あるいは叙述内容
の一部に言及して「私が今述べた」あるいは「私が今言った」のような意味で
指示をする時には，「コ」を用いるのが普通である。次例を参照されたい。
㈹　立春。H－Hと日脚が伸びて，光の春の訪れである。「春立つやあぢさ
　みの芽のきのふけふ」（喜舟）。この，春立つの「立つ」にはいったい，どう
　いう意味がふくまれているのだろう。（『天声人語』）
㈱A　非常に面白い記事，英語礒究に，渡部昇一という先生が書かれたの
　　知ってる？
　：8　ああ，記事も，先生もよく知ってるよ。
　A　そお？　この渡辺先生ってどんな先生？（注28）
D　書き手の内書の中に表われる「＝」が下敷きになっている場合，この「＝」
がそのまま文章の中に持ち越されるのが普通である。
㈱　しかも起訴容疑にはなく，適用法条に顔をだしていただけの「内乱罪」が
　急に浮上し死飛判決のきめ手になかったという。この不可解さはどういう
　理由によるものか。（r天声人語の
　この最後の文は，先行文脈の叙述内容をめぐって，「この不可解さは，ど
ういう理由によるのだろうか」と自問する内言の中に表われる「コ」がそのま
ま持ち越されたものと考えられる。「この不可解さ」という表現の襲には，先
行の叙述内容を不可解であると判断しているのは話し手であって，その不可
解さが客観的に立証されてしまっているのではないという含みがある。つま
り，「これは何とも不可鯉だなあ」という内雷を下敷きにした表現であると考
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えられる。従って，ここで「その不可解さ」という表現を用いると，先行の叙
述内容を，当面の考察の対象にして，話し手が自分営身の判断を行なってい
る含みが消えて，不可解であると判断するその判断の貴任を他に託している
形になる。また，「どういう理由によるものか」という部分に，話し手がある
対象を熟視し，考えをめぐらせているということが窺われる。こういう状況
下で「ソ」による摺示を行なうと，顕微鏡である対象を些細に観察しようと
思っている人の葡に望遠鏡を置くようなものであろう。次の例の「これらの」
を，「それらの」に変えても，今の例と同じように，望遠鏡で眺めて，判断を
下しているような感じになる。この例でも，「これらは，かりて戦争とどう
結びついたのかなあ」という内言が下敷きになっていると考えられる。この
内言の「これらは」を「それらは」と変えると顕微鏡で手にとるように観察して
熟考しているという含みが消えることになるのと同じである。
E．あるまとまりを成した文における主要テーマは，「コ」によって指示され
　るのが普通である。特に，その主要テーマが主語の場合は，この傾向が著
　しい。そして，一貫して「コ」で指示されるのが普通である。二二を参照さ
　れたい。
8㊥　テレビファソラシド
　　NHKの「テレビファソラシド」という番組は，あれは朝ヨ新聞でいえぼ
　「私の紙面批評」にあたるものではないか，とNHKの人にいったら「なる
　ほど，そういう見方もありますかね」と軽くかわされたことがある。
　　NHK：の美入アナウンサーたちがこのようなシ。一番組に登場し，すっ
　かり人気ものになったのも，せんだみつお，所ジ。一ジ，といったお上品
　ならざるタレントカミしぼしぼ現れるのも，従来のワクを破ったことである
　らしい。人それぞれの見方があるはずだが，この番組を見ていると，なか
　なか手厳しい「私の画面批評」があっておもしろい。
　　たとえば毒舌家のタモリが現れ，NHK調の話術をまねるには③聞をあ
ける②どうでもいいことに関心を示す③ゆっくりと語る，の三点だといっ
　て達者な実演を見せる。笑いころげながらつい羽目をはずす女性アナを
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「きみはNHKらしくないねえ」とからかう。一種目シ。ック療法によっ
て，いわゆるNHK調を茶化し，笑いものにしようとする批評の芽がこの
番組にはある。
　たとえばまた，奮闘する永六輔を指して他の出演春が「えせ文化入」と毒
舌を浴びせたりするのだが，この遊びの精神も悪くない。その永六輔評の
中に「ブレーキをかげながらわき見運転をしているまじめ運転手」というの
があった。
　これはそのまま「テレビファソラシド」にもあてはまるのではないか。ど
うせ「みなさまのNHKjをひやかすのなら，もっと腰をすえてわき道を
突っ走れ，と注文するのはやぼというものか。
　深夜放送育ちのタレントと女性アナが爾面の中でしぼしぼ対談する。「笑
われたい」と努力を続けてきたタレントと，「笑われまい」と修業を続けて
きたアナウンサー一の対決である。女性アナの話術がポロをだす時もある
し，タレントの芸の浅さが暴露されることもあって，時々登場する古い芸
人の話術のさえがきわだってしまう。
　この番組はきわめて辛辣（しんらつ）な「私の話術批評」にもなっている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『天声人語』）
　この文の主要テーマは，タイトルにもあるように，「テレビファソラシド」
という番組であり，第ニパラグラフで「このようなショー番組」という「ロ」に
よる指油表現が初めて表われて以後，ずっとr＝」VCよる指示が続く。
F．一文中に於て，その文の童題を再度受ける時ほ「コ」系の語が使用される
　のが普通である。次ほその例である。
㈱　足部負傷は，縦形骨折というのを兼ねていて，これは確定的に癒着する
　見込みだが，頭部の負傷が内科的疾患に変質しているそうであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（井伏鱒二　『遙拝隊長の
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働　属本でも，紫は三位以上の高貴の人のみに許された賑色で，
　と呼んだ。（村雨退二郎　『史談あれやこれの
これを禁色
　文脈指示の融合型の「コ」と「ソ」を比較した場合，「コ」には，「ソ」が持って
いない主観的な色彩と同時に，久野も指摘するように，その指示対象が眼前
にでもあるような生彩ある表現にするそういう機能がある。このことは，文
脈捲示の融合型の「円が，観念対象指示用法の「コ」や，知覚対象指示用法の
rコ」と関連があることに由来すると思われる。
　つまり，文脈指示の融舎型の「コ」は，純粋に先行文脈の叙述内容を受ける
のではなく，観念対象としてのイメーージを指していると言える。だからこ
そ，次の例におけるように，文章の冒頭から，rコ」による指示をすることが可
能なのである。勿論，次の例は小説であるから，作者ほ，「この男」という表
現によって指示される人物を熟知しているかの如く装っているわけだが，い
きなり「この男」という表現を使えるのも，「コ」による文脈指示が，先行文脈
に依存しないという性格を示している。
㈱　これもまた牛を屠って世をわたった男のはなし。この男はずっとおなじ
　商売をつづけて病にかかると，一声高くもうもうと眺えて，血を吐くこと
　おびただしく，牛カミくたぼるのとそっくりに，ほどなく息絶えたといふ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（石川淳　『夷弓小識』）
　また，文脈指示の「コ」は，代行指示の用法が少ない。これは，文脈指示の
「コ」も，「ア」の場合と同じく，観念対象指示用法の「コ」と関連があると考え
れば，説明がつく。つまり，ある熟知している入／物についてのイメージを土
台として，そこから派生する単に概念的にしか把握され得ないものを観念対
象とする内言の際に，それを「コ」で指示することはできないのである。「コ」
はその鮮烈なイメージを作り上げるために意識が一点へと集中されるものに
付されるのであり，あるイメージの形成によって既にその力を使い果たし，
そのイメージより派生するものにまで及ぶ余力はないのである。例えば，次
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の文における「その子」を「この子」に変えると，「この」に代行の読みを認める
ことは難しくなる。つまり，「筑紫の国造磐井＝この子」という限定の読みの
方が自然である。
M　継体の二十二年に筑紫の国造磐井が反乱を起し，大連物部鹿病覚のひき
　いる官軍と安井郡に戦って敗れ，十一月十一日遂に殺された。その子に筑
　紫君葛子という者があり……　（村雨退二郎『史談あれやこれ』）
　代行指示の用法と考えた場合，意識の流れが筑紫の国造磐井とその子とい
う二つの焦点に向かって分岐することになるが，こういうことは，通常考え
られない。
　文脈指示の融合型の「コ」は，資し手／書き手と聞き手／読み手の双方が了解
している対象のイメー・ジを指示するのが本来の用法であるといえる。従っ
て，話し手／書き手が，普通ならば，「ソ」で指示するはずのものを，「コ」で指
示している場合には，自分がそれに強い関心を寄せている身近な存在である
と考えるそういう心的態度を，聞き手／読み手に押しつけていることになる。
聞き手／読み手は，このような話し手／書き手の心的態度を自分のものとして
引き受け，感情移入を行なう。そして話し手／書き手の内言を聞き手／読み手
自身の内言として捉えたり，「コ」によって指承されるものがあたかも自分の
眼前にあるかのように想定する。こういう聞き手側／読み手劉の感情移入が
あるからこそ，そこには，「ソ」で指示された場合には感じられない身近な感
じを，その対象に対して抱くのである。
5．「ソ」の用法
　これまで覧てきたように，文脈指示の「コ」や「ア」は，観念対象指示用法と
のつながりを示すものがあった。従って，文脈指示の「コ」や「ア」は，観念対
象指示のrコ」や「ア」を基礎として，発展したものと考えれば，「コ」や「ア」
が主観的色彩を帯びているのもうなずける。文脈指示の「ソ」が平静で客観的
な野際に用いられるというのも，このような前提に立てば，自然合点のいく
ことである。つまり，文脈指示の「ソ」は，観念対象指示の「ソ」一これは，
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自己が関心を寄せている領域の外にあるものを指すのに用いられるのである
が一が持ち越されたものと考えれば説明がつく。否定的な境界醐定によ
り，その存在が許されている。「ソ」は，「ア」によっても，「コ」によっても指
示し得ないものの指示を行なうばかりでなく，「ア」か「コ」で指示しうる条
件が揃っていても，客観的で冷静な指示を装う時には，この指示の方も引き
受けるという具合で，幅広く活動を行なう指示語であるが，出自カミ弛緩した
「ソ」であるところがらくるところの使用上の条件が若干認められる。次に，
普通「ソ」を使用する場含を考えてみよう。
A．事実ではない，つまり仮定や，空想に基づいた叙述内容を受ける際には
　「ソ」を使用するのが普通である。
　次の最初の例の「こういつた行動」というのは，先行文脈にある実際の行動
を指しているので，「コ」を使用できるが，二番目の例では，「そうしていた
ならば」が直前の仮定を表わす文を指しているために「コ」を使用できない。
劔　カンボジア難罠キャンプでは，無名の日本人ボランティアたちが，炎暑
　の中で医療奉仕や保育活動を続けている。線香花火のように消えるのでは
　なく，半年鳳上も，黙々と無償の活動を続けている人びとの持続力には敬
　意を装したい。
　　こういつた活動のひとつひとつは地味で，大向こうをうならせるような
　ものではない。（『天声入語』）
㈱　「私は別の道，スターリンへの譲歩の道を選ぶこともできた。そうして
　いたならば，私はさらに（ソ連から）評価され，光栄を与えられただろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ll天声人語の
B．確と同定出来ないような摺鉢対象は，「ソ」で受ける。この場合の「ソ」は，
前に述べた観念対象指示用法の「ソ」と一脈通じるものがある。観念対象指
　示用法の「コ」は，当人がその指示対象について直接的知識を有している場
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合に用いられ，単に概念的知識の段階に留まるものについては，「ソ」で
もって受けるが，この「コ」と「ソ」の使い分けは，文脈指示の唱導にも持ち
越されていると言える。次例を参照されたい。
鋤　もし卑弥呼が九州の女王とすれぼ，倭人伝に特筆されたその大墳墓はど
　こにあるのか。国造磐井ですら巨大な古墳の壇を残している。卑弥呼の古
　墳はそれより更に大規模なものでなければならないのに，一向にそれらし
　いものがないというのはどうしたわけか。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（村雨退二郎　『史談あれやこれの
　この例において，「それらしいもの」という表現を「これらしいもの」という
表現で置き換えることはできない。「コ」でもって指示される人／物は，話し
手／書き手にとって，その正体がはっきりしていなければならないからであ
る。
C．焦点でない部分は「ソ」で指示するのが普通である。これは，「コ」が使用
　される場合の原則Aの逆である。
劔　諸君は定めし教科書でご存知のことでありましょうが，明治三十三年の
　夏に，支那の北京から天津にかけて，義和団という団体が起って，日本を
　はじめ列国の排斥を企て，遂には武器を執って我国居留民に対し，実にひ
　どい乱暴をしたことがあります。世に北清事変というのがそれですが……
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『臼本武勇談』）
　この例の最後の文の焦点は，「北津事変」であるから，それ以外の部分には
平静指示の「ソ」が使用されている。
D．動詞の不定形で終る文を受けるときには，rソ」を使用するのが普通であ
　る。この原則は，前述の原則Aと関連するもので，事実性の高い文でなけ
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　れば「コ」で受けられないということである。次にその例を掲げる。
鴎色の違いを無視せよというのではない。政党であれば，黒，白，茶と色
　が違うのは当たり前だ。そのことを認め合った上で「改憲阻止」「反箪拡」で
　自民党の動きに歯比めをかける。そのための大衆運動に力をそそぐ。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（r天声人語』）
醗　毎年，夏休み中のアメリカ人教師10人ずつを日本に招待している人び
　との話があった。
　　ロサンゼルスでは，駐在する商社員などの子弟が千数百人も公立学校に
　通っている。英語が不自由なのでアメサカ人の先生には人一倍世話にな
　る。その恩返し招待である。（il天声人語』）
E．自分の意見でないということをはっきりさせる場合には「ソ」を使用する
　のが普通である。次にその例を掲げる。
OD　カラ出張は，超過勤務手当の財準をつくるためのもので，金はたくさん
　の職員に分配されている。少数の者が私利を図ったり，鉄建公団に損害を
　与えるものではなかった。したがって背任罪は成立しない。そういう結論
　になるらしい。
　法律の解釈はそういうものかとも思う。だからといって納得はしかねる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『天声人語』）
F．論理的な関係を表わす言葉一二に接続詞や後置詞一回転先行文脈の叙述
　内容を受ける時には，「ソ」で受けることが多い。旧例を参照されたい。
働　しかし，民主主義とはつまり，相手が自分に反対する自由を守ることで
　はないか。反共と国家安保の名のもとに，政治家を獄につなぎ，言論を検
　閲して，学生を封じ込むことではあるまい。それでは，対抗すべき相手の
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共産主義の体制とどこが違うのか。（『天声人語9）
㈱　」」下五段が試合中に骨折した。東海大の佐藤監督は「試合前，異常な気
　負い方だった」といっているが，試倉にのぞむ山下選手の心は千々に乱れ
　ていたはずだ。」OCが不参加をきめ，モスクワ五輪出場の望みはたたれ
　た。が，それでもなお，個別参加の道にすがる気持ちがあったろう。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（『天声人語£）
6．後行叙述内容の指示
　これまで述べた文脈指示用法は，「コ」，「ソ」，「ア」によって指示されるも
のを，先行文脈の中に見つけることができた。しかしこのような先行する叙
述内容を受ける文脈指示の用法とはちょうど逆方向に指示が行なわれる場合
がある。つまり，後続する叙述内容を指示する文脈指示の用法である。この
極圏叙述内容の捲承用法は，対話においても，文章においても見られる。そ
して，この用法に表われる指示代名詞は「コ」のみであって，その他のものは
使用されない。次にその例を掲げる。醐一囎は，対話における例であり，
劔一一（101）は，小説における例である。
翻A　こういう話聞いたことある。
　：B　どういう話だい。
絢　そうそう，二，三B前，こんなことがあったんですよ。
鱒　このこと，だれにも話さないというなら教えてあげてもいいけど。
鋤　こういつちゃなんだけど，あなた，あんまり安請け合いしすぎるんじゃ
　ないのかしら。
㈱　土工たちは出て来ると，車の上の枕木に手をかげながら無造作にこう
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言った。「われはもう帰んな。」（芥川龍之介『トnッコ』）
鱒　これは，或精神病院の患者一第二十三号が誰にでもしゃべる話である。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（芥川龍之介　if河童』）
（100＞私は殆んどベッドの端までのり出して身もだえしてみる彼女をどうし
　やうがなく，ただかう訊いたぽかりだつた。f看護婦を呼ぼうか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（堀展雄　『風立ちぬ』）
　この後方照応的に使われる「コ」は，観念指示の「コ」と関連があるようにみ
える。話し手は，自分がこれから述べようとすることについては，当然熟知
しているのであり，そしてそれが，謡し手にとって当面の関心事であり，話
し手の意識に上っているのであれば，それを内言で指示する際には「コ」が使
用される。この観念指示の「コ」がそのまま表われたと考えることもできる。
例えば，例文（95）の発話がなされる前に，この話をめぐっての内言がなされ
たと考えると，そtでは，やはり「コ」による指示が行なわれる。例えば次の
ように。
（101）　この話は，面白いから，この入にしてみょうがな。
　しかし，話し手が，くだんの話をかなり前に聞いたもので，遙かな存在と
考えているのであれば，「あの話」というように「ア」で指示することも可能で
ある。従って，この後方照応の「コ」と観念指示の「コ」とは関係がないと考える
べきであろう。前方照応の「＝」の場合には，「コ」によって指示される対象
を，話し手だけが知っていて，聞き手は知らないということもあるが，少な
くとも，その対象の人相書きはその前の文脈に与えられている。つまり聞き
手には，「コ」で指示される対象は覆面をしたものであっても，その人根書き
は，先行の文脈で与えられているから，その実体は掴めないにしても，かく
かくしかじかの入／物として，他と区涌することはできる。従って，その実
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体にまでたち入らない段階では，聞き手は話し手と共に，共通理解の場を成
立させることができる。ここに，話し手のみがその実体：を知っている場合で
も，聞き手との間に融合型の意識の場を成立させ得る地盤が存する。これに
対して，後方照応の「コ」の場合には，その実体を知っているのは話し手だけ
であるのは無論のこと，聞き手には，その実体を記述する人相書きさえも与
えられていない。従って，こういう状況下においては，話し手と聞き手との
聞に，融合型の意識の場を成立させることは不可能である。自分がこれから
述べようとすることは，自分だけが知っていて，櫓手はそれを窺い知る術は
何も無いのであるから，知っている自分と，それを知り得ない相手とを明確
に野牛する意識の場，つまり，話し手と聞き手の：二極に分極した対立型の意
識の場がここには成立すると考えられる。従って，後方照応の「コ」は，対立
型の「コ」であると考えられる。
　第四節　知覚対象掴添の用法
　現場にあるものを思考の対象として，内書や独白をする際に，この対象を
指示することを知覚対象指示と呼ぶ。指示の対象が現場に存在するという点
では，現場指示と同じであるけれども，知覚対象指示の場合には，現場指示
の様に他に指示の対象を知らせるということがない。現場指云の際の聞き手
が話し手自身となった場合と考えてもよいかもしれない。また，独白や内書
の際に，その思考対象を指示するという点では，第五節で述べる観念対象指
示と同じであるけれども，指示対象が現場に存在するという点で，観念対象
指示とは異なる。
　観念対象指示の場合には，当人が，その思考の対象をよく知らない場合に
は，それを指示するのに「ソ」が使用された。しかしこの「ソ」の使用頻度は，
現場指示，特に対立型の現場指示と比較すると，ずっと低いものとなってい
る。これが知覚対象指示となると，「ソ」が使用されることは，まずないと考
えてよいと思う。つまり，知覚対象指示の場合にIS　，現場にある思考対象は，
話し手との距離によって，「コ」か「ア」で指示されるのであり，「ソ」で指承さ
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れることはないということになる。独白や内言の際にはs現場に存在する
人／物，「コ」か「ア」のいずれかで指示されるが，ここに聞き手が登場する
と，そのうちの一部は「ソ」によって指示されるという変化が生じる。このこ
とから「ソ」の出現には，聞き手の存在が大きく関与していることは間違いな
い。文脈指示の場合にも，話し手がある対象について熟知していて，この事
が言える。つまり，もし聞き手がいなければ，つまり観念対象抱示の場合で
あれば，「円か「ア」で指示する対象を「ソ」で指示するが，ここでもFソ」の出
現は，聞き手の存在と密接に係っている。例えば，クイズ番組の「二十の扉」
のような場合，出題者はその解答を前もって知っているのであるから，出題
者の内言では，その癬答は「コ」又は「ア」で指示されるが，それについてのピ
ン5を解答者に与える際には，例えば，「それは歴史上の人物です」のよう
・・・・…馴し・o1｝れは歴史上の人物です・の・う疇榔・・れ
は内言や独白のように，聞き手がいない時には，縁」や「ア」で指示し得るほど
当人がよく知っているものであっても，ここに一旦聞き手が現われると，自
分本位の認定に基づいて指示することを差し控えて，積極的に自己が関心を
寄せる領域の外にあるとみなすものを，（自分が知らない人／物を相野のなわ
ばりに属するものとして扱うという処置に準じて），聞き手の領域にそれを移
譲することになる。聞き手は，ある対象に対して直接的知識を有している
が，話し手は，それを有していない場合，話し手は，その対象を，相手のな
わばりに属するものとして，積極的に話手方の権利を認めて，「ソ」で指示す
るが，この「ソ」は，現場指示の対立型の「ソ」と関連があるものである。これ
に対して，ある対象について話し手は知っていても，聞き手は知らない場合
に，話し手は，自分の関心の領域内にあるものに対する積極的な権利の主張
を，自己抑制して，放棄するという否定的な境界画定によって，それらを，
自分となわばりの画定をめぐって対立する相手の領域に擬してrソ」で指示す
る。このような否定的な境界画定によって表われる「ソ」は，現場指示の融合型
の「ソ」と関連を有するものである。
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　第五節　観念対象指示の用法
　葡節で触れたように，融舎型の文脈指示の「コ」と「ア」が，独白や内言の際に
表われる「コ」や「ア」と共通する所がある。眠し手がそれについて強い関心を
抱いているもので身近に感じる人／物を「コ」で指示し，それについて強い関
心を抱いているもので遇かな存在だと考える人／物を「ア」で指示するのは，
融合型の文脈捲示とここで述べる観念対象指承の用法の両者に共通してい
る。ただ，文脈指示の場合には，聞き手を自分のなわばりの中に引っぱり込ん
で，そこに「われわれ」意識のなわばりを創りあげる点が異なっているだけで
ある。観念対象剥製の場合にも，「コ」，「ソ」，「ア」の全てが現おれる。「コ」と
「ア」は，その正体が，自分によく分っている場合にしか使用されないのに対
して，「ソ」は，はっきりと正体が分っていないものに使用される。黒曝成幸が
観念指示の「ソ」が使用される例を挙げている。それを次に引用してみる。
　例えば，精密検査の結果，胃に潰瘍があることが発見されたとする。す
ると，自分は，自分の感覚によってではなく，概念的理解によって自分の
胃に異常物（還郷部分）があることを知っていることになる。そこで例えば
ある朝目が覚めて，その潰瘍のことが心に浮び，「一体それはどんな色を
しているのだろうか」と思うということがありえよう。しからぼ，これ
は，独り言における「それ」の独立的用法であろう。（注29）
rソ」の同じような使い方の例を挙げてみる。
（102）最近，UFeに関する記事が新聞や雑誌に多く戴っているが，一体：そ
　れは何処から飛んでくるのだろう。
（103）伊藤さんは，英会話学院のハワイの先生の教え方がとてもユニーークで
　授業が楽しいって言ってたけど，その先生はどんな先生なんだろう。
その正体が自分に分からないものを指示する際に用いられる観念指示用法
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の「ソ」は，文脈指示の融合型の「ソ」の用法にも持ちこされれている。対話に
おいて，相手の言った人／物について，直接的知識がない場合には，それを
「ソ」で指示することになる。例えば次のような対話における2番匡の「ソ」が
そうである。
（104）A　僕が行ってる英会話学院に，ハワイの先生がいるんだけど，その
　　　　　先生の授業とても，面白いんだ。
　　　B　その先生，どんな先生なの？
　このような「ソ」の使い方は，観念指示のそれと一致する。ただ，文脈指示の
融合型の「ソ」は，今挙げた例（104）の最初の「ソ」のように，話し手は知ってい
るが，聞き手がそれについて直接的知識を有しない人／物を詣示するにも「ソ」
が使用される。これも観念指示の用法の拡張と考えることもできる。
　「われわれ」意識の場が構成される融合型の状況においてほ，聞き手の立場
と話し手の立場とが重なり合うために，相手の立場に自分を置いたり，逆
に，自分の立場を相手にも押しつけるような事態が容易に起こり得ると考え
られる。逆に言えば，こういう話し手と聞き手の意識下で立場の転換が生じて
いるからこそ，話し手は大抵の場合，自分の意図したものを聞き手も誤りな
く考えるであろうという期待をすることができるし，逆に，聞き手もでき得
る限り，話し手の立場を自分のものとしてひき受けることによって，話し手
の意図するものを探しあてる事ができるのだと零える。話し手は，こういう
立場の，転換が容易に起こる状況において，閣き手がある人／物について直接
的知識を有しないという事態を，あたかも自分に関することのように受けと
めるということが容易に起こり得ると考えられる。こうして，話し手がそれ
に対して直接的知識を持っていないものを指示する際に使用される「ソ」が，
聞き手の側の同様な事態をも覆うことになると考えられる。
第二節　限定捲示と代行指示
以上述べてきた現場指示用法，文脈指示用法，観念対象指示用法，知覚対
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象指示の閥用法を通じて，指示連体詞といわれるrこの」と「その」には，二つ
の用法の区別がある。現場指承用法の場合に例をとると，話し手の前に置か
れた調味料のびんの蓋がない時，話し手は「この蓋はどうした？」と言うかも
しれないが，この場合の「この」は，発話の現場にある調味料のびんの代行を
するという働きをしている。これに対して，もし話し手の前に，見覚えのな
いびんの蓋がころがっていたとすると，話し手は，「この蓋は何の蓋だい？」
と言うかもしれない。今度の「この」は，先程の「このjとは違し・，何かの代行
をしているのではなく，色々の蓋の中から，特に今話題にしているものを，
取り出して，限定するという働きをしている。言葉を換えれば，名詞の意味
を内包（connotation）から外延（den◎tation）へと転じさせる働きであると言
える。（注30）
　国立国語研究所報告46の呼び名に従って，最初に述べた用法を代行指示
と呼び，後に述べた用法を限定指示と呼ぶ。「コ」と「ソ」は，代行指示の用法
と，限定指示の用法の両方を兼ね備えているが，rア」は，もっぱら限定指
示用法のみに用いられる。このことは，例えば，「この蓋」や「その蓋」という
表現は，発話の現場に蓋があってもなくても使用できるのに対し，「あの蓋」
と言うには，蓋が存在していなければならないということを考えてみれば
はっきりする。以下の論において，この代行指示と限定指示の両用法を備え
た「コ」と「ソ」が表われる実例を見てみる。次の（105）から（108）までは，国立
国語醗究所報告46で雲箔郎が挙げている森鵬外の『高瀬舟』からの例である。
A　限定指示の用法
（105）それを護送するのは，京都奉行の配下にみる二心で，此同心は
（106）罪は弟を殺したのださうだが，よしや其弟が悪い奴で，それをどんな
　行掛りになって殺したにせよ，人の情として好い心持はせぬ筈である。
　この色の蒼い痩男が，その入の情というものが全く欠けてみる程の，世に
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も稀な悪人であろうか。
　限定指示は，これらの例のように，指示連体詞の被修飾語が先行文脈中の
語句をそのままの形で受け継ぐものの外に，先行文脈中の護句と関連がある
語や，先行文脈中の語句を，表現の次元を変えて受け継ぐ場合がある。次は
その例である。
（107）左の手はしっかり腿の下の所を押へてるますが，其指の間から黒血の
　固まりがほみ出してゐます。
（108）なる程島へ潔くといふことは，外の人には悲しい事でございませう。
　其心持ほわたくしにも思い遣って見ることが出来ます。
B　代行指示の用法
（109）仲問が退官記念の記念品代として集めた500万円を基金にし，その利
　子を賞金にする講画だ。（『天声人語の
（110）ロサンゼルスでは，駐在する商社員などの子弟が千数百人も公立学校
　に通っている。英語が不自由なのでアメリカ人の先生には人一倍お世話に
　なる。その恩返し招待である。（『天声人語』）
　これらの例でほ，二重線の指示連体詞が一重線の部分の代行をしている。
　代行指示用法に関して注意すべきことがある。それは，先行文脈の名詞句
が，〔NP〔S〕〔NP〕〕あるいは，〔NP〔D〔NP〕〔pp〕〕〔NP〕〕（注31）という構造を成し
ている時，これらの構造を持つ名詞の一部を，指示詞が代行することはでき
ず，常にその名詞句全体を受ける読みしか与えられないということである。
例えば，次の文において，
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（111）わたくしの頭の中では，なんだかかう車の輪のやうな物がぐるぐる
　廻ってみるやうでございましたが，弟の目は恐ろしい催促を罷めません。
　それに煙霞の怨めしさうなのが段々険しくなって来て，とうとう敵の顔で
　も睨むやうな，憎々しい目になってしまいます。（森鴎外　『高瀬舟の
　「其霞」の「其」は，限定指示用法の指示連体詞であって，先行文脈の「弟」の
代りをしている代行捲示の用法ではない。英語であれば，「其目」は，‘‘the
eyes　となるところである。
　限定指示の用法には，Aで挙げた例のようなものの外に，もう一つ，指示
連体詞の被修飾諮が，先行文脈中の語句を受けつがないものがある。この用
法は，大きく分けて二通りあると思われる。一つは，指示連体詞の被修飾語
が，「知らせ」，「通知」，「通報」，「出来事」，「事件」，「ニュース」，「噂」等の
語であり，先行文脈が，これらの語の内容を表わす同格節のような関係に立
つそういう用法である。もう一つは，二品連体詞の被修飾語が「時」，「結果」，
「為」，「後」，「箭」等の主に副詞節を作る語であるようなそういう用法である。
これらの両用法に表われる指示連体：詞の被修飾語を通観して言えることは，
これらの語ほ，奥津敬一郎の用語に従えば，その多くが相文寸名詞か同格連体
名詞へと所属が決まるものである。（注32）例えば，最初に述べたグループは，
同格連体名詞に収まり，二番員に述べたグル・一プのうち，「前」と「後1は相対
名詞に収まる。
　次に，このような，指示連体詞の被修飾語が先行文脈中の語句を受け継が
ない例を挙げる。
（112）ほんのちょっとしたガス漏れが大災害に結びつく。200人を超える死
　傷者を出した静岡駅前地下街の爆発事故は，地下街災害というもののすご
　さをまざまざとみせつけた。この事故は，地下街行政に対する重大な警告
　である。（『天声人語9）
（113）去年の暮れ，この欄で『インドシナ難民を助ける会ヨの紹介をしたこと
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があるが，その後の経過を報告させていただきたい。（『天声人語』）
（114）樹木が発散するテルペン物質が大気中にただようと、太陽の光を散乱
　させ、「青」が強調される。遠い山が青く見えるのはこのためだ、という話
　もはじめて知った。（r天声人語9）
　第七節　絶対指示
　手紙で，rこちらは，毎日雪が降っております」とあれば，ここに出てくる
「こちら」が，その手紙を書いている人がいる地域を漠然と指しているという
ことを知らない聞き手はいない。手紙の中で使われている「コ」であるから，
現場鮨示の「「コ」であるはずはないし，先行文脈なしに，いきなり，使われて
も聞き手がその指示対象の同定に戸惑うということはない。また対話におい
て，「こちらは最近寒い日が続いているんです」というような時，この「こち
ら」が，先に述べた手紙の場合と同様，重し手がいる地域を漠然と如してい
るのであって，「どうぞこちらへ」というような話し手の周囲の，それも大抵
はゆび指すことができる限られた範囲の空間を謁す「こちら」とは異なり，そ
れをゆび指すわけにはいかない。「この国」ともなれば，その範囲をゆび指す
ことは，もはや不可能である。これらの語ほ，現場指示用法の特殊なものとも
考えられるが，現場捲示用法のように，「＝」で指示される範囲をゆびさして示
すというわけにもいかないし，実際に話し手のいる場所とは関係なく常に特
定の対象を指示する。この事は，これらの用法が，起源的には，現場指示の
用法を擬して生まれたとしても，もはや話し手のいる具体的な現場とは直接
結びつきを持っていないといえる。その意味では，観念指示用法に近いとい
えるかもしれない。具体的な現場とは無関係に成立する指示の用法であるか
らこそ，手紙のように，読み手が直接，聞き手と顔を合わせることのない状況
の下においても，聞き手はその指示対象の同定に苦慮するということがない
のである。また，これらの語が，先行文脈なしで，いきなり出現しても，聞
き手や読み手が，その指示対象の同定を誤りなく行なうことができるという
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特徴も，これらの用法が観念指示用法に近いものであることを示している。
この様に，先行文脈なしに用いられ，つねに特定の対象を指示する用法を，
堀口和吉の用語に従って，絶対用法と呼ぶ。場所に関するもので，この用法
に属する「コ」が使われた言葉としては，次のようなものがある。
（116）「ここ」，「こちら」，「この村」，「この町」，「この国」，「この世」，「そ
　こ」，「そちら」，「その村」，「その町」，「その国」
　上に述べた一群の「ソ」系の語は，聞き手や読み手の実際の居場所とは無関
係に，つねに聞き手や読み手がその中に住んでいる場所を絶対的に指示する
言葉である。次のような会話における「ソ」は，実際に聞き手のいる対話の現
場を指すのではなく，聞き手の住んでいる場所を，聞き手が実際に居る地点
とは関係なく指示している。
（117）A　rこちらは，毎日寒い日が続いていますが，そちらはどうですか？」
　　B　「ええ，こちらも羅臼寒いです。」
　以上述べた場所に関する言葉の外に，絶対用法の「コ」が用いられた時に関
連した言葉がある。これに属する言葉は，つねに話し手や書き手の存在する
時，すなわち現在を表わす近称の「コ」を含んだ次のようなものと，「そのう
ち」をここに含めることができる。
（118）「これまで」，「これから」，「この頃」，「この夏」，「三年このかた」，
　「この月」，rこの週」，「そのうち」
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（福鶴西沢響店）
茨城県官報販売所
（川又書店）
栃木県宮報販売所
（うちやま集英堂）
群馬県官報販売所
（換乎蛍）
埼玉県窟報販売所
（乙防書店）
（岩灘書店）
千葉県官報販売所
神奈川県窟報販売所
（横浜日経社）
東京都官報販売所
（東京官書）
（大盛堂害店内）
（芳林中書店内）
（オVオン書房立）Eルミネ店〉
瓢潟県官報販売所
（北越書館）
窟山県官報販売所
（Bool〈sなかだ本店）
石湧娯官報販売所
（うつのみや）
福井県官報販売所
（勝本書店）
山梨県富報販売駈
（梛正堂書店）
（榊正堂セントラル）
長野累官報販売所
（長野西沢書店）
岐阜累富報販売筋
（郁文賞書店）
静澗県窟報販売筋
〈電話番号〉
（gll）　231－gS75
（g177）　76－3611
（il196）　22－2S84
（019e）　53－4163
（022）　222－648e
（018）　862－2129
（023S）　22－215B
（a245）　22－0161一一3
（G29）　231－elO2
（C28）　S33－4994
　　　　－3533
（B27）　235－Slll
（G48）　822－7633
（C4B）　g2S－2345
（B43）　222－7635
（C45）　681－2fi　61一一3
（B3）　3292－2671
（e3）　3463－7555
（93）　3984－llCl
（g425）　27－2311
（e25）　244－5297
（e7S4）　S2－l192
（976）　234－8111
（977E）　24－g428
（g552）　35－22el
（g552）　35－22e2
（臼26）　233－3茎87
（058＞　262－989フ
（054）　253－2661
???????? ??????
京　　都
大　　阪
????
和歌戯
編　　取
米　　子
検　　汰
???
??
徳　　賜
???
????
福二票庁内
心嚢役融
北九弼??????
大　　分
宮　　崎
溝　　武
鹿擁島
那　　覇
　〈名　　　称〉
愛知県第1官報販亮所
愛知県第2官報販売所
（耐用身内）
三重県窟報販売所
滋賀県窟報販売所
（澤五車堂書店）
京都府官報販売所
（京都罫書）
大阪府官報販売所
（かんぼう）
兵摩娯官報販売所
奈良県官報販売所
（啓林野書店）
和歌山累官報販売所
（宮井平安堂）
鳥取県官報販売所
（戦士書店）
（本の学校今井ブックセンター）
島根県官報販亮所
（松江今弁書店）
（由田書樗）
岡山票官報販売所
広島照宙報販売所
山口県官報販売所
（文栄堂）
徳島累富報販売所
（小出助学館）
香川禦富吻側売所
愛媛県川向販売所
以知禦藷報販売所
禰澗県費報販売所
（北九国市役蕨内）
佐賀県官報販売藤
＝灘崎県宮報販売藤
熊本県官報販売藤
（長晦次郎書店）
大分県宮報販売藤
宮崎県窟報販売藤
（田中書店）
（見聞読タナカ）
鹿児島県富報販売蕨
沖縄県窟報販売筋
（文教國書）
〈電話番号〉
（052）　264－9155
（052）　S61－3578
（C532）　54－6588
（fisS）　228－4812
（059）　227－752S
（e775）　24－2SS3
（B75）　221－4444
（Bfi）　6443－2171
（e7g）　341－8637
（g742）　33－8ilCl
（e734）　31－1331
（eS57）　23－7271
（e859）　31－5gGg
（gS52）　24－223g
（e8S）　223－7048
（e8S）　222－264S
（e82）　2S7－13Cg
（eS3S）　22－5611
（gS86）　54－2135
（gS7）　S51－6fi55．S
（g89）　S41－787S
（g888）　72－5SSG
（gS2）　721－4846
（gS2）　E41－7S38
（gS2）　722－4SSI
（gg3）　582－4124
（g952）　23－3722
（i195）　B22－1413
（096）　352－5e6g
（OS75）　32－4398
（gS85）　24－g386
（09S5）　85－84ge
（099）　285－OB15
（fi98）　863－5288
